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　３月11日（月）13：30より予定されていた「こども
食堂北海道ネットワーク」の学習交流会が全労済会館
にて40団体50名の皆さんの参加で開催されました。
学習交流のメインとして今回は「中学校」で教鞭をと
っておられた柴田講師をお招きして現実の教室内の様
子が視える様な厳しい現場実態について参加者一同学

　続けた第２部では子ども食堂「りんごの巣」副代表、
大澤さんより「りんごの巣」立ち上げの経過や伝えた
い日本の伝承遊びの実践について報告があり、活動の

ぶことができました。その中で困難を抱える生徒の多
様化、信頼する大人との接点の希薄化、職員室での先
生達の仕事の質的変化、等々を学び対応の複雑さにつ
いてと教師経験を通した柴田先生の思いをお聴きする
事ができました。（現在はNPO法人こどもの未来・に
じ色プレイス・学習スペースで活動中）

中で生き生きと活動する人生の先輩（光
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）の様子
が話され、参加者一同“遊び”へのヒントを学びました。

～学校現場の厳しさを共有～～学校現場の厳しさを共有～
～こども食堂北海道ネットワーク第8回交流会開催される～

　北海道労済創立60周年を記念する「親子観劇企画」
として企画されたミュージカル「リトルマーメード」
への150名招待企画の案内を推進企画課小峰様より頂
きました。全900席の内、150席を子ども食堂北海道
に参加する子ども食堂運営団体の為に設定をして頂き
ました。一般応募は先行して受け付けており大人気企
画との情報です。応募要領チラシを参照の上、お早目
の応募をお願いします。道生協連ではこの間、JA中

央会、北海道労金、全労済、労福協様等々と協働連帯
活動、企画をそれぞれの団体の “強み ”を生かしなが
ら模索展開をしてまいりました。加えて「こども食堂
北海道ネットワーク」をサポートしていく中で食品製
造事業者様からの「食材提供」も生まれ始めており、
まさに“協同”“協働”のネットワーク作り！に、生協、
生協連への信頼向上！に繋がっている “コト ”！が増
え始めております。

子ども食堂参加者へ向け
５/11（土）「リトルマーメード」招待企画！
全労済北海道推進本部様より



　2019年３月12日（火）　『コープ2018北海道地震ボラ
ンテイア応援基金』の創設に伴う北海道NPOファン
ドへの委託契約』について、持ち回りによる臨時理事
会にて議決しました。
　１月24日理事会でご承認いただいた「2018年度北
海道胆振東部地震支援募金の取り組み報告と支援金第
２次配分方法」に基づき、支援募金の一部900万円を
認定NPO活動法人北海道NPOファンドに委託し、
３年間の活動助成基金の創設を行う募集要綱及び業務
委託契約・委託費の支払いに関するものです。

　雪解けも進み穏やかな天気に恵まれた３月７日の総
代会は、総代、理事、監事そして来賓の皆様のご出席
を頂きました。年度末の御多忙にもかかわらず多くの
方々のご理解とご協力にあらためて感謝申し上げます。
　本年度の総代会は選出総代100名中、出席総代43名
と書面議決書合わせて合計87名となり総代会成立の
報告後、議事に移りました。

　事業報告の中では、自主供給高が5,707万円（前
年比104.9%）、斡旋供給高が２億93万円（前年比
108.4%）といずれも前年度を上回る報告をすること
が出来ました。そのほかの審議事項において子法人の
決算概況や次年度の事業計画などが審議され全ての事
項が承認されました。長引く景気低迷の影響による購
買意欲の低下や児童生徒数の減少、学校数の減少、教
職員の多忙化など学校生協を取り巻く環境は依然厳し
さの一途を辿っています。これらの課題を受け止め将
来展望を切り開いていくためには、今まで以上に心を
合わせ一体となって教職員の皆様との信頼関係を深め
ていかなければなりません。私たち学校生協は長期的
視点に立って学校生協運動に参加しやすい体制づくり
と事業内容の再構築、新しい分野への積極的な取り組
みを進めていかなければなりません。網走四地区学校
生活協同組合の特徴である学校訪問と対面販売を生か
した商品提案、現物ＰＲなどによる営業力・企画力の
強化により多様化する組合員のニーズに答え継続的に
魅力ある学校生協として前進しなければなりません。

網 走 四 地 区
学校生活協同組合 『第64回　通常総代会』
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